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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
晴
れ
や
か
な
思
い
で
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日

頃
よ
り
市
政
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国
で
多
く

の
自
然
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
そ
の
犠
牲
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
発
生
を
無
く
す
こ
と

は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
あ
ら
た
め
て
、
犠
牲
を
最

小
限
に
し
て
い
く
備
え
に
つ
い
て
は
最
大
限
の
対
策

を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
強
く
致
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
災
害
に
は
至
ら
ず
と
も
、
昨

冬
は
豪
雪
、
昨
夏
は
猛
暑
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
想

起
し
な
が
ら
必
要
な
備
え
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
安
全
や
安
心
を
礎
に
本
年
が

希
望
の
持
て
る
年
と
な
る
よ
う
次
の
よ
う
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
自
治
会
・
集
落
、
市
民
活
動
団
体
等
と
の

協
働
座
談
会
等
を
引
き
続
き
開
催
し
て
、
で
き
る
限

り
多
く
の
皆
さ
ま
と
忌き

た
ん憚

の
な
い
意
見
交
換
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ン
プ
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
支
え
合
い
の
さ
ら
な

る
広
が
り
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
冒
頭
に
触
れ
ま
し
た
、
大
規
模
災
害
な
ど

へ
の
備
え
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
促
進
や

職
員
の
災
害
対
応
体
制
の
見
直
し
な
ど
安
全
の
確
保

に
つ
な
が
る
取
組
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
危
機
感
を
共

有
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
未
来
へ
の
投
資
と
い
う
観
点
か
ら
、
地

域
と
と
も
に
つ
く
る
学
校
を
目
指
し
て
導
入
を
進
め

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
す
が
、
本
年

は
、
黒
川
小
学
校
に
続
き
、
築
地
小
・
中
学
校
が
加

わ
る
予
定
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
は
全
小
中

学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
実
践
さ
れ
る

よ
う
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ま
一
つ
は
、
子
ど
も
た
ち
を

始
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
城
の
山
古
墳
の
国
史
跡
指
定
を

契
機
と
し
て
、
歴
史
・
文
化
や
芸
術
の
振
興
に
力
を

注
ぐ
と
と
も
に
関
連
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

産
業
振
興
と
い
う
視
点
で
は
、
農
業
分
野
に
お
い

て
、
新
潟
食
料
農
業
大
学
の
知
見
を
生
か
し
た
連
携

に
よ
り
「
稼
げ
る
農
業
」
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な

展
開
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
商
工
業
で

は
、
起
業
を
目
指
す
方
々
が
増
え
て
お
り
ま
す
こ
と

か
ら
、
そ
の
支
援
を
通
じ
て
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
は
、
企
業

誘
致
等
に
も
引
き
続
き
注
力
し
、
雇
用
の
確
保
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
観
光
資
源
の
掘

り
起
こ
し
や
磨
き
上
げ
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
魅
力

発
掘
を
通
じ
た
観
光
振
興
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ

と
り
に
と
っ
て
、
笑
顔
と
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

胎内市長
井 畑 明 彦

　　2019年・年頭のあいさつ

希
望
あ
る
胎
内
市
の
未
来
に
向
け
て
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に

対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
的
に
天
災
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
最

強
の
寒
波
襲
来
か
ら
は
じ
ま
り
、
西
日
本
の
豪
雨
、

夏
の
記
録
的
な
猛
暑
、５
回
も
上
陸
し
た
大
型
台
風
、

さ
ら
に
は
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
各
地
で
大
き

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
今
年
こ
そ
は
平
穏
な
年
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
市
議
会
に
お
い
て
は
、
９
月
の
改
選
時

か
ら
議
員
定
数
18
人
か
ら
２
人
減
の
16
人
と
な
り
、

常
任
委
員
会
も
４
常
任
委
員
会
か
ら
３
常
任
委
員
会

に
削
減
し
た
中
で
、
１
人
の
議
員
が
２
つ
の
常
任
委

員
会
を
担
当
す
る
と
い
う
議
会
改
革
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
多
様
な
意

見
を
市
政
に
適
切
に
反
映
さ
せ
る
責
務
を
担
う
こ
と

に
な
り
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
研け

ん
さ
ん鑽
に
努
め
、
資
質

の
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
市
議
会
が
皆
さ

ま
の
よ
り
身
近
な
存
在
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
胎
内
市
は
合
併
し
、
今
年
で
14
年
を
迎
え

ま
す
。
当
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に

伴
う
対
応
、
そ
し
て
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら

地
域
産
業
や
地
域
経
済
を
ど
う
活
性
化
し
て
い
く
の

か
、
大
変
厳
し
く
、
難
し
い
課
題
を
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
執
行
部
と
タ
ッ
グ

を
組
み
な
が
ら
胎
内
市
の
魅
力
を
引
き
出
し
、
問
題

を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
は
、
開
志
国
際
高
等
学
校
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
全
国
制
覇
な
ど
の
大
活
躍
を
は
じ

め
、
４
月
に
は
新
潟
食
料
農
業
大
学
が
開
学
し
、
全

国
か
ら
99
名
の
学
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
胎
内
市
に

と
っ
て
、
今
ま
で
は
小
・
中
・
高
の
３
兄
弟
で
し
た

が
、
そ
こ
に
大
が
加
わ
り
４
兄
弟
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
が
も
っ
と

も
っ
と
連
携
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
ひ
と
づ
く
り
だ
と
言
わ
れ

ま
す
。
私
は
、
胎
内
市
の
将
来
を
担
う
４
兄
弟
が
連

携
す
る
こ
と
で
、
小
さ
い
時
に
憧
れ
や
夢
を
持
つ
と

同
時
に
勉
強
が
好
き
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
考
え
る

力
を
小
さ
い
時
か
ら
身
に
着
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
ま
す
。そ
の
こ
と
が
個
性
や
ヤ
ル
気
を
伸
ば
し
、

や
が
て
は
胎
内
市
の
将
来
の
核
に
な
っ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
胎
内
市
が
未
来
に

向
か
っ
て
大
き
く
飛
躍
で
き
る
よ
う
に
、
時
代
の
変

化
を
的
確
に
と
ら
え
な
が
ら
、
胎
内
市
の
持
続
的
発

展
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
多
幸
と
ご

繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

胎内市議会議長
薄 田　智

　2019年・年頭のあいさつ

胎
内
市
の
未
来
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　

３
兄
弟
か
ら
４
兄
弟
に
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　これらの違いは「あってもよい違い」でしょうか？　それとも「ないほうがよい違い」でしょうか？
あるいは「どちらともいえない」でしょうか？　ぜひ、ご家族、お友達とも話し合ってみてください。

　１.ランドセルは男子は黒が多く、女子は赤が多い。
　２.盲導犬と一緒に入ることができるレストランと入ることができないレストランがある。
　３.避難警報には音で知らせるアラームのほかに、文字で知らせるメールなどがある。
　４.イスラム教徒は豚肉を食べないが、ヒンドゥー教徒は牛肉を食べない。
　５.男の人が好きな男性Ａさん、男の人も女の人も好きな女性Ｂさん、好きな人がいないＣさん。

　これらの違いについて、それぞれの目線で考え、話し合ってもらうための資料です。差別や偏見のない明るい社
会を築いていくために、私たち一人ひとりが毎日の暮らしの中で人権意識を磨いていきましょう。
　ご意見などございましたら、お気軽にご連絡ください。

☆ちがいのちがい！　～こんなときどうする？～☆

●問合せ
総務課人権啓発係（内線1315）

「かんがえて　チクチクことば　言うまえに」
　　　　　　　　　胎内小学校　6年　本

ほ ん ま

間　璃
り こ

子
「ダメなのは　見て見ぬふりだ　やめようよ」
　　　　　　　　　胎内小学校　6年　遠

えんどう

藤　華
はな

「考えて　相手の気持ち　本当の気持ち」
　　　　　　　　　胎内小学校　6年　石

いしやま

山　拓
た く み

弥
「ささないで　言葉のナイフ　きずつくよ」
　　　　　　　　　胎内小学校　6年　渡

わたなべ

辺　紫
し ゆ う

友

☆中学生人権作文入賞作品☆

優秀賞　「気持ち良く生活するために」
　　　　　　　　　黒川中学校　3年　榎

えのもと

本　乃
の あ

愛
優秀賞　「身近な人を大切に」
　　　　　　　　　中条中学校　3年　齋

さいとう

藤　菜
な つ み

摘
優秀賞　「同じ人間」
　　　　　　　　　乙中学校　　3年　加

か と う

藤　幸
ゆ き ね

音
優良賞　「LGBT の人たちが生きやすくなるには」
　　　　　　　　　中条中学校　3年　前

ま え だ

田　結
ゆ い み

海
優良賞　「存在」
　　　　　　　　　中条中学校　3年　堀

ほり

　芽
め る の

瑠乃
優良賞　「言葉」
　　　　　　　　　築地中学校　3年　髙

たかやま

山　陽
ひ な

菜

～新発田人権擁護委員協議会の取組～
☆小学生人権標語入賞作品☆

☆人権擁護委員の紹介☆

人権擁護委員ってどんな人？
　地域の皆さんから人権相談を受け、問題
解決のお手伝いや法務局の職員と協力して
人権侵害による被害者の救済などを行った
り、地域の皆さんに人権について関心を持っ
てもらえるような啓発活動を行っています。

経

経

経

経

歴

歴

歴

歴

たとえば、こんな方 ・々・・

小学校勤務を経て、
校長で退職。
趣味は囲碁とテニ
ス。

農業ひと筋30年。
農業を通じて、地元
の子どもたちとの触
れ合いを大事にし
ている。
収穫も、子どもたちと
分かち合っている。

市の電話相談員
を経て、民生委員
を20年務める。
元会社員。

元保育士。
地元中学校のＰＴ
Ａ役員を経て、地
域の青少年育成
のために積極的
なボランティア活
動を行っている。

　人権擁護委員は
図のようにさまざま
な経歴の方がいま
す。ほかにも次の
ような方がいます。

・ お寺や神社にお
勤めの方
・ 元市役所職員、
元警察官など元
公務員の方
・ 子育てが一段落
した父親、母親
など

　人権についての困りごと、心配ごとがあったら、
お気軽にご相談ください。
　お近くの人権擁護委員がご相談をお受けします。

人権全般に関する相談
　☎ 0570・003・110
学校でのいじめ、虐待など子どもに関する相談
　☎ 0120・007・110
職場でのセクハラ、DVなど女性に関する相談
　☎ 0570・070・810

人権啓発情報 vol.14
ひとらしく生きる

－人権について考えてみませんか－
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　ご存じですか？　
　　　「事前登録型 本人通知制度」
　本人通知制度とは、第三者が皆さんの戸籍
や住民票を取得した際にその事実をお知ら
せする制度です。行政書士や弁護士などの
八
はちしぎょう

士業と呼ばれる人たちは職務上、必要があ
る場合に戸籍や住民票を取得できます。
　しかし、一部の人たちがその制度を使って
不正に戸籍や住民票を取得し、身元調査に悪
用するといった事件が起きています。不正に
取得された住民票等は、高齢者の詐欺や結婚
または就職の際の身元調査、ストーカー行為
などに悪用されています。これは、人権に関
わる重大な問題です。本人通知制度は、不正
に取得しようとする人たちへの抑止力となる
制度ですので、登録のご協力をお願いします。
問合せ：市民生活課市民係（内線1145、1146）

　人権の詩人として差別解消の取組に尽力された江
えぐち

口いとさ
んの『人の値うち』という詩を紹介します。江口さんの詩には、
人の「優しさ」や「生き方」、「偏見・差別を許さない」とい
う強いメッセージが込められています。

☆じんけんコラム☆

　人権に関する法律があるのをご存じですか。1月～3月の１日号で、人権に関する法律を紹介していきます。

○部落差別解消推進法（部落差別の解消の推進に関する法律）
　近年、インターネット上で被差別部落と称した多くの地名・地域や
悪質なデマの情報を書き込むという許しがたい事件が起きています。
これはインターネットの匿名性を悪用した差別的行為です。法律では、
国や地方自治体に対して、部落差別解消に関する施策を行うことが義
務付けられています。

▽法律辞典

部落差別問題ってなに？
　ある特定の地域の出身者あるいは特定の
地域に住んでいることを理由に結婚を妨げ
られたり、就職が困難になる、日常生活に
おいて平等に扱われないなどのさまざまな
差別を受けたりする重大な人権問題です。

ほうっておけばなくなるんじゃない？
　「部落差別」っていつまでも言っているからなく
ならないのではないかという声があります。差別は
黙っていてはなくなりません。「そっとしておけば忘
れてしまう」「自分には関係ない」というものでもあ
りません。差別は、差別すること自体が間違ってい
るのであり、それをなくすための努力が必要です。

　胎内市では差別や偏見のない明るい社会の実現をめざして、さまざまな取組を行ってまいります。私たち
一人ひとりが自分の人権だけでなく、他人の人権についても正しく理解し、お互いの人権を大切にしていき
ましょう。
　参考：「部落差別解消推進法」全文　shttp://www.moj.go.jp/content/001236563.pdf

さあ、人権法を
一緒に学ぼう！
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　きのと小学校児童、乙中学校生徒を対象に《学習支援》《仲間づくり》《人権感
覚を豊かに》の 3つを目的として、8月 9日、23日に開催しました。子どもたち
の中には、「ワクワク広場は、勉強するところ」という定着があり、会場に着くなり、
勉強を始め、時間いっぱい一生懸命取り組んでいる子が多くいます。また、絵本
「ええところ」の読み聞かせをし、自分に自信のなかった主人公の気持ちの変容を

子どもたちに捉えてもらい、その後、友だちの『え
えところ』を褒める「ほめほめゲーム」をしました。
学校とは違った異年齢の集団の中で、勉強を教え合う、工作を協力して作る、一
緒に遊ぶ、全体を通して仲良しのお友だちだけでなく、さまざまな人との関わり
をもてるようにしています。

○夏休み子どもワクワク広場【地域交流事業】

◆参加された子どもたちの声◆
「学習会で友だちといっしょにべんきょうできてうれしかった」「ワ
クワク広場をやっていてとてもよかった」「『ええところ』が、あいちゃ
んみたいに、ええところがないと思ったけど、たくさんほめてもらっ

てうれしかった」など

○ふれあい体験教室【地域交流事業】

◆参加された方の声◆
「とてもおいしそうにできました」「砂も自分でコップに入
れて選ぶところからで子どもが楽しそうにできました」　
　　「手も汚れず、子どもも楽しめました！」など

　７月22日に公益財団法人新潟県都市緑花センター
から花と緑のアドバイザー石

いしやま

山浩
ひろし

さんをお招きし、未
就学児とその保護者を対象に「選んで植える多肉パ
フェ」を作製しました。これは、多肉植物とカラーサ
ンド等を使用し、パフェに見立てた物です。

○健康体操教室【地域福祉事業】

◆参加された方の声◆
「体が軽くなった」「体が楽になった」

「体の使ってない部分が動かせてよかった」
など

　11月8日、15日、22日におおむね60歳以上の方
を対象に開催しました。生涯学習課スポーツ振興係の
職員を講師に簡単なストレッチや筋トレ、正しい歩き
方などを学んでいただきました。

　毎月１回、法的トラブルや困りごとなどで弁護士による相談が必要な方に、無料相談会を行っ
ています。詳しくは、毎月15日号の市報たいない裏面「相談コーナー」をご覧ください。
　また、新発田市と聖籠町でも一部の相談枠について利用できますので、他市町での相談をご
希望される方は、受付、日時、会場など詳細について、各市町の担当にお問い合わせください。
　●問合せ　新発田市人権啓発課　☎28・9630　　聖籠町社会福祉協議会　☎27・6767

○弁護士による無料法律相談【相談事業】

　広域隣保活動事業とは、社会福祉、保健衛生等に関する事業を総合的に行うとともに、人権問題の理解を
深めるための啓発事業を行うものです。具体的には、「地域交流事業」「地域福祉事業」「相談事業」「啓発事業」
などがあります。

「広域隣保活動事業」の取組の紹介

人
権
啓
発
情
報
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　3月～12月（計5回）にかけて、
さまざまな人権問題を考えるパ
ネル展を開催しました。

○じんけんパネル展

　8月 19日に産業文化会館で「2018 じんけんフェスティバル in たいない」を開催しました。フェスティバルは
2部構成で行われ、たくさんの人にさまざまな人権問題について、身近に感じていただきました。

○ 2018 じんけんフェスティバル in たいない【啓発事業】

◆参加された方の声◆
「とてもすばらしい講演会とコンサートでした。立木さんから
　　　　　　　パワーをいただきました」など

１部　映画「カミングアウト」の上映会＆
　　　　　　高

たかはし

橋佳
けいき

生さんによるミニ講演会
　日本の人口の 7.6%が LGBT であるという統
計結果に触れ、「AB型の人数と変わらない数が
いるのに、LGBT であることを隠して生活してい
る、生きづらさがあります」と述べ、「偏見や差
別をなくすために、まずは相手を理解すること
が必要」とお話されました。最後に、「特別扱い
ではなく、『その言動で傷つく人がいる』ことを
知ることが大切です」と思いを伝えられました。

◆参加された方の声◆
「LGBTの話題をやっと公にできる世の中
　になってよかったと思います」など

２部　立
たてき

木早
さ え

絵さんによるトーク＆コンサート
　障がいのある人に対して「何らかの壁を感じる」と答えた
人が日本では80%いるという調査結果に触れ、「まだ80%
の人が障がいのある人に何らかの壁を感じている」と述べ、『心
のバリアフリー』を進めることが必要とお話されました。最後
に、「七転び八起き、7回失敗してもそれより多く起き上がれ
ばいい。生きている限り、すてきな未来を作っていけます。人
生のさらなる一歩を踏み出そう」と思いを伝えられました。

人
の
の
に

「新ちゃんのお笑い人権高座」
　11月 29日に産業文化会館で人権講演会を

開催しました。講演では、参加者に「この世

に生を受けるまでに何人のご先祖さんを経て

いるのか」という疑問を投げかけ、「日本人み

んなが交じり合っている。『血縁』『血筋』な

んかで人を差別するおかしさに気付かなあか

ん」とお話をされました。時折、時事ネタを

交えたダジャレで会場内を沸かせ、終始笑み

がこぼれる講演会でした。

○上方落語家　露
つゆ

の新
しんじ

治さん講演会【啓発事業】

◆参加された方の声◆
「10代遡

さかのぼ

ると親が1,000人を超える。みんな仲間
なんですね」「久しぶりに笑わせてもらいました」「自
　  信を持って願生（頑張）ろうと思います」など

人
権
啓
発
情
報
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縄文の至宝展　 東京・パリ魅了  胎内の縄文漆し っ き

器

胎内市美術館冬の企画展
 県展・芸展作家展Ⅱ

関連イベント
　作品解説会　  講師　伊藤省風氏
　1月12日㈯　午前10時～11時

平成30年度の県展・芸展に展示された胎内市
在住の作家作品を一堂に集めて展示します。
ぜひご覧ください。

「耐える」山崎順平

関連イベント
　スライド解説会「パリを魅了した胎内の縄文漆器」　講師：伊東　崇（市教育委員会職員）
　　　　　　　　  1 月 13 日㈰　午前 10時～ 11時

　講演会「4千年前の縄文漆器を復元する」　講師：小田和生氏（村上塗師屋）
　　　　  1 月 14 日㈪㈷　午後 3時～ 4時 30分

県展入賞
【新潟県文化振興財団賞】版画「ブラック タワー」戸根邦夫
【奨励賞】書道「近作三顆」高橋俊和
【奨励賞】書道「奉和初春幸太平公主南莊應制」近 春宵
　ほか　無鑑査 1点、入選 15点、全 19点展示

芸展入賞
【新潟県知事賞】日本画「耐える」山崎順平
【新潟県立近代美術館賞】洋画「山の下 工場景」久世 貴
【新潟市新津美術館賞】書道「田家雜興」近 春宵
【奨励賞】写真「夏、元気いっぱい」斎藤嘉成
　ほか　会員 10点、入選 9点、全 23点展示

胎内市美術館　企画展のお知らせ
　1月12日㈯～3月17日㈰　午前9時 30分～午後5時

パリでの展示風景パリでの展示風景
パリ展の図録パリ展の図録

パリ日本文化会館パリ日本文化会館

　昨年7月 3日から9月 2日まで東京国立博物館で開催された特別展「縄文 ー １万年の
美の鼓動」(縄文展 )で、胎内市熱

あっ た ざ か

田坂分
わ け や ち

谷地Ａ
えー い せ き

遺跡から出土した赤と黒の縄文時代の漆器
2点が展示され35万人が訪れました。その後10月 17日から12月 8日までフランスの
パリ日本文化会館に展示され、パリの人々をはじめ世界の人々を魅了しました。この東京・
パリで展示された縄文漆器を胎内市美術館で特別展示します。

芸展【新潟県知事賞】

問合せ ： 胎内市美術館　☎47・2288
 入館料 ： 大人300円 ／ 小人 (小中学生）150円
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平成31年度（2019年度）胎内市臨時・パート職員に登録しませんか？
　市の臨時・パート職員として働いていただける方の登録を募
集しています。
　市では、年度ごとに臨時・パート職員の登録を募集し、必要の
都度、登録された方の中から書類や面接で選考して採用します。
　登録していても就職活動が制限されるものではありませんの
で、多くの皆さまのご登録をお待ちしています。

職　種 時　給（円）

１．資格・免許の必要な職種等
★保育士・保育教諭   985 ～ 1,110
　給食調理員                 890
　学習指導員              1,200
　看護師              1,250
　保健師              1,250
　栄養士              1,200
　介護認定訪問調査員              1,200
　図書司書                 895
★バス運転員              1,100
２．その他の職種等
　保育士補助員                 870
　給食調理補助員                 850
★介助員（学校等）                 860
★放課後児童支援員                 860
　一般作業員（草刈等）                 955
　軽作業員（清掃・除草等）                805
　施設管理・整備員                 885

　製造作業員・補助員
 　　　　  885
     または 860

　施設受付員                 805
　技能員（学校等施設管理）                870
　事務補助員                 850
※★印の職種は、特に募集しています。
※上記以外の職種や詳細については市　
　ホームページをご覧ください。
　s http://www.city.tainai.niigata.jp/
　　　　　gyose/jinji/rinji/rinjisaiyo.html

職　種

　　　　　　　　資格や免許を必要とする職種もあり
ますが、そのほかに制限するものはあ
りませんので、どなたでもご登録いた
だけます。
　年齢、性別、障がいの有無、胎内市
以外に在住している方など、気にせず
ご登録ください。

応募資格

①平成31年度（2019年度）胎内市臨時・パー
 　ト職員登録申込書
②「履歴書（市販可）」
※持参または郵送してください。
※提出いただいた書類は、原則として返却しま
　せん。
※申込書と履歴書は、市ホームページ、 市役
　所 1階・総合案内窓口または 3階・総務課
　で取得できます。

提出書類

▶提出期限…平成 31年 1月 31日㈭　　　
　　　　　　午後 5時まで

※期限までに登録いただいた方の中から平成
　31年4月採用分について選考を行います。
※5月以降の採用や欠員補充を行うことが
　ありますので、期限後も登録の申し込みを
　随時受け付けています。

提出期限

2020 年 3月 31日㈫

登録有効期限

〒 959-2693　胎内市新和町 2番 10号
　胎内市役所　総務課　人事係　
　「臨時・パート職員登録担当」行
　☎ 43・6111（内線 1325）

問合せ・書類提出・郵送先

　採用されなかった場合でも、平成 31年度
（2019 年度）中は、就労状況などの確認のた
めにご連絡させていただく場合があります。

その他
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街のわだい街のわだい

　胎内市美術館で、胎内市出身のテディベア
作家、近美咲さんをお迎えしてオリジナルの
テディベア作りを行いました。参加された
14 人の方は、リボンや飾りなどを楽しそう
に人形につけて、本格的なテディベアの完成
にとても満足そうでした。

世
界
で
一
つ
！

　
　
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
デ
ィ
ベ
ア
作
り
体
験

11
月
17
日　

胎
内
市
美
術
館

　元学校法人聖心学園理事長の高橋稔さん
が、教育功労者として表彰されました。高橋
さんは長きにわたり中条聖心幼稚園および幼
保連携型認定こども園聖心こども園で、園長
として幼児教育や乳幼児の保育、子育て支援
業務に精励した功績が認められ、このたびの
受賞となりました。

新
潟
県
教
育
功
績
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

県
知
事
表
彰
を
受
賞

　学校給食実施上すぐれた成果をあげてきた
ことで、学校給食優良共同調理場として表彰
されました。学校給食に地場農産物を積極的
に取り入れるとともに、学校と連携した食育
においても市の特産物である米粉についての
学習を取り入れる等、地域の食文化を学ぶこ
とに力を入れていることが評価されました。

胎
内
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が

　
　

文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た

（左から）（左から）㈱共立メンテナンス佐藤栄養士、㈱共立メンテナンス佐藤栄養士、
　　  　中澤教育長、松岡栄養教諭、市川栄養教諭　　  　中澤教育長、松岡栄養教諭、市川栄養教諭

　受賞した黒川小学校 3年の小野瞳
とう こ

子さん
は作品について「家族旅行で秋田に行ったと
きに見た、イルミネーションをかきました。
工ふうしたところは、空の色で、ティッシュ
で絵の具をポンポンとおいていきましたが、
なかなか色がつかなかったので、とても大へ
んでした。」と手記を寄せてくれました。

県
ジ
ュ
ニ
ア
美
術
展
覧
会
で

　
　
　
　

最
高
賞
の
「
特
賞
」
受
賞
！

　元胎内市選挙管理委員の榎本金治さん（東
牧）が高齢者叙勲（88 歳）により旭日単光
章を受章されました。榎本さんは、平成 7
年 12 月から平成 21 年 11 月までの 13 年
10 か月間の長きにわたり、公平で適正な選
挙の執行に尽力されました。

「
旭

き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章
」
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　元築地土地改良区理事長の井上征一さん
が、土地改良功労者として表彰されました。
井上さんは昭和 48 年 4 月から理事として、
昭和 56 年 4月からは理事長として 32 年の
長きにわたり、農地および用排水施設の改良、
整備、農家の育成に尽力され、土地改良区の
健全な運営と地域の発展に貢献されました。

土
地
改
良
功
労
者
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

県
知
事
表
彰
を
受
賞
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　市内の小学生を対象に“地域の子供は地域で
育てる”をモットーに取組んでいる「ふるさと
体験学習」は11年目の日程を終了しました。中
澤教育長、受入世帯と各学校の先生、301人
会事務局など28人が参加し、本年度の反省や、
今後の課題などの意見交換を行いました。受入
世帯の皆さん、本当にありがとうございました。

ふ
る
さ
と
体
験
学
習
交
流
会
開
催

11
月
28
日　

ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　交流会16回目となる今年は、中条小学校の
卒業生を含む中条高校2・3年生36人が訪れ
ました。児童らと高校生は一緒に給食を食べ、
昼休みに遊んだ後、5時間目には高校生が考
えた英語を使ったクイズやゲームを行いまし
た。小学生のはじける笑顔、あこがれの眼

まなざ

差し、
高校生の純粋で懸命な姿が印象的でした。

中
条
小
学
校
児
童
と
中
条
高
校
生
徒
が
交
流

11
月
21
日　

中
条
小
学
校

　校門前の並木にイルミネーションが飾られま
した。小雨の降る中、点灯式が行われ、子ども
たちや地域の皆さんは大々的なイルミネーショ
ンにわくわく心躍る様子でした。名前は、児童
が選んだ「ドリームロード・きのとの道」です。
地元電機店さんの協力を得て、2月中旬まで灯

とも

ります。お近くを通る際は、ぜひご覧ください。

き
の
と
小
学
校
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
！

12
月
8
日　

き
の
と
小
学
校

　11月 22日に新潟県農業委員会大会が開催
され、水澤正明委員、榎本太

ふとし

委員、小熊威
たけし

委
員、志村政美委員が、新潟県農業会議会長か
ら表彰されました。4人は平成 21年から継
続 3期にわたり、農業者の代表として農業振
興のために精励されています。農業委員会総
会で、花野会長から表彰状が伝達されました。

農
業
委
員
永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞

11
月
26
日　

市
役
所

（左から）水澤委員、榎本委員、花野会長、（左から）水澤委員、榎本委員、花野会長、
　　　　 小熊委員、志村委員　　　　 小熊委員、志村委員

　創刊以来休むことなく45年間発行し続け
られたことへの感謝と、市民参加の文化活
動が今後も引継がれるようにとの願いを込め
て、美しい篠

しのぶえ

笛演奏とともに開催されました。
　並べられた１号～ 45号の冊子とそれぞれ
の時代を反映した表紙からは、歴史が感じら
れ、思い思いに出席者は手にとっていました。

「
文
芸
た
い
な
い
」
創
刊
45
周
年
記
念
祝
賀
会

11
月
18
日　

中
条
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　地域おこし協力隊の神田隊員が、4集落（鼓
岡・熱田坂・宮久・坂井）交流サロンを開催
しました。各サロンの取り組みを知るのと同
時に、他の集落の方との交流も兼ねて行われ
たサロンには、42人が参加し、健康講話や、
伝言ゲームなどのレクリエーションが行わ
れ、笑いの絶えない交流会でした。

4
集
落
交
流
サ
ロ
ン

12
月
5
日　

に
こ
楽
・
胎
内

受入世帯の方と子どもたち受入世帯の方と子どもたち
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広
告
内
容
に
関
す
る
質
問
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
告
ス

ポ
ン
サ
ー
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
広
告
内

容
と
胎
内
市
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

今月号の注目はこの４つ。
坂井地区の門松作りに参加した
２人のナビゲーターが目印！

眞貝 佳央梨さん
しんがい　　かおり

菅野 透稔さん
   かんの      ゆきね

菅野 透稔さん
   かんの      ゆきね

新潟食料農業大学　1年

眞貝 佳央梨さん
んがい　　かおり

眞
しん

ん

1年年 新潟食料農業大学　1年

　

大
勢
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
・
中
学

生
、
市
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

で
す
。

● 

と
き　

２
月
17
日
㈰
午
前
９
時
〜

　
（
受
付
：
午
前
８
時
30
分
〜
）

● 
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
西
集
会
室

● 

種
目　

囲
碁
の
部
、
将
棋
の
部

※
ど
ち
ら
も
ク
ラ
ス
別
個
人
戦

● 

競
技
方
法（
将
棋
）　

総
平
手
戦

● 

参
加
費　

　

高
校
生
以
上
…
１
０
０
０
円

　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

● 

申
込
締
切　

１
月
31
日
㈭

※ 

大
会
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

● 

申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

　

 

昼
食
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
併

せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
昼
食
代
５
０
０
円
）

● 

申
込
・
問
合
せ　

中
央
公
民
館

☎
43
・
２
０
０
１

※ 

黒
川
地
区
公
民
館
、
き
の
と
交

流
館
、
築
地
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

脳
を
活
性
化
さ
せ
る
運
動
を
覚

え
て
、
日
々
の
生
活
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

と
き　

１
月
22
日
・
29
日
、
２
月

５
日
・
19
日
、
３
月
５
日
・
19
日

　
（
い
ず
れ
も
㈫
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

● 

と
こ
ろ　

　

ぷ
れ
す
ぽ
胎
内 

多
目
的
室

● 

対
象　

中
高
年
女
性

● 

定
員　

10
人

● 

参
加
費　

４
０
０
円

● 

申
込
締
切　

１
月
18
日
㈮

● 

申
込
・
問
合
せ　

自
然
を
楽
し

も
う
会
（
浮
須
）

　

☎
０
８
０
・
３
７
５
８
・
３
８
５
５

第
13
回
囲
碁
・
将
棋
大
会

i
おお知
らせお知
らせ

催催　し催　し

ススポ
ーツスポ
ーツ

募　集募　集

第13回囲碁・将棋大会
…（P12）

胎内市中条駅前広場の指定管理
者募集…（P14）

男女混合“ハイタッチ”ナイターソフト
バレーボール大会参加チーム募集…（P14）

樽ケ橋遊園休憩所の愛称決定
…（P15）

〜
い
つ
ま
で
も
元
気
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

榎
本
栄
子
先
生
の
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
＆

バ
ラ
ン
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
教
室

催　
　

し

< 有料広告 >



講　

座
・
教　

室

ス 

ポ 

ー 

ツ

募　
　
　

集

催　
　
　

し

お 

知 

ら 

せ

街の連絡帳
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相　
　
　

談

　

健
康
増
進
・
介
護
予
防
を
目
的

に
健
康
ミ
ニ
講
演
会
や
情
報
交
換

会
な
ど
を
計
画
し
ま
し
た
。
今
回

は
坂
町
病
院
の
現
況
と
上
手
な
医

療
機
関
の
か
か
り
方
、
冬
場
の
感

染
症
と
健
康
長
寿
の
関
係
な
ど
を

お
話
し
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
疑

問
に
も
直
接
医
師
が
お
答
え
し
ま

す
。

● 

と
き　

１
月
18
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

● 

と
こ
ろ　

に
こ
楽
・
胎
内
（
栗

木
野
新
田
26
‐
１
）

　

☎
48
・
２
６
２
６

● 

内
容　

坂
町
病
院
の
現
況
報

告
、
ミ
ニ
講
演
会
、
意
見
交
換

会
、
個
別
健
康
相
談
は
適
宜
実

施
● 
そ
の
他　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
ご
家
族
や
友
人
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
せ　

坂
町
病
院
医
事
課　

☎
０
２
５
４
・
62
・
３
１
１
１

　

 

健
康
づ
く
り
課（
ほ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
・

中
条
内
）
☎
44
・
８
６
８
０

　

伝
統
あ
る
「
三
・
八
市
」
の
開

催
日
に
合
わ
せ
、
消
費
生
活
無
料

相
談
出
張
所
を
開
設
し
ま
す
。
強

引
な
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
販
売

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
た

商
品
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困
り

の
方
は
、
三
・
八
市
で
買
い
物
を

楽
し
ん
だ
後
、
消
費
生
活
相
談
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

● 

と
き　

１
月
18
日
㈮
、
23
日
㈬
、

28
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

※
平
日
の
み
の
開
設
で
す
。

● 

と
こ
ろ　

新
発
田
地
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
胎
内
事
務
所

（
旧
若
宮
保
育
園
）
１
階
応
接
室

● 

申
込　

申
し
込
み
は
不
要
で
す

が
、
当
日
の
状
況
に
よ
っ
て
は
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※ 

１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
、

１
時
間
以
内
で
す
。

● 

そ
の
他　

契
約
書
や
領
収
書
な

ど
相
談
に
必
要
な
関
係
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

● 
問
合
せ　

商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
（
内
線
１
２
５
５
）

坂
町
病
院
医
師
に
よ
る

健
康
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル

　　　　親子映画上映会
　産業文化会館では、親子向けアニメ映画の上映会を企画し
ました。両作品ともレンタルされている作品ですが、そろそ
ろ続編の噂

うわさ

もある作品です。ぜひ、会館ホールの大画面でお
楽しみください。
●とき　　2月 23日㈯　ペット（日本語吹替版）
　　　　　3月 2日㈯　Ｓ

シ ン グ
ＩＮＧ（日本語吹替版）

　　　　※両日とも、午後1時 30分から上映
●ところ　産業文化会館　多目的ホール
●入場料　2月 1日㈮から販売開始
　　　　　①前売券…大人500円、中学生以下300円
　　　　　　（当日券…100円増）
　　　　　②2作品セット券…大人800円、中学生以下500円
　　　　　　（前売券のみ販売）
　　　　　※ 未就学児は無料ですが入場整理券が必要です。

販売場所で配布しています。
●販売場所　 産業文化会館、中央公民館、黒川地区公民館、胎内

市図書館、きのと交流館、築地農村環境改善センター
●問合せ　産業文化会館☎43・6400

相
　
　

談

？

？

「
三・八
市
×
消
費
生
活
相
談
」

無
料
相
談
出
張
所
の
開
設

家  族  葬 　ベ  ル  ホ  ー  ル  会  津  屋
お 葬 式 事 前 相 談   無 料
国 道 7 号 線 コ メ リ 様 脇 （ 胎 内 市 大 川 町 ）
TEL0254-44-8611 店舗定休日：月曜日
葬祭ホールは365日24時間対応 直接ホール安置可能

○日時　1月20日㈰  2月12日㈫
　　　　10：30～　13：30～　15：00～
○会場　仏壇の会津屋胎内店
上記各時間1組限定 ケーキ＆コーヒーサービス
※事前予約をお願いします

< 有料広告 > < 有料広告 >
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< 有料広告 >

▽
施
設
の
概
要

▪ 

名
称
…
胎
内
市
中
条
駅
前
広
場

▪ 

所
在
地
…
胎
内
市
表
町
１
１
１

４
番
１  

ほ
か

▽
申
請
の
資
格
・
募
集
要
項

　

 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
情
報

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
23

日
㈬（
市
役
所
の
閉
庁
日
は
除
く
）

● 

受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

● 

提
出
先　

地
域
整
備
課
中
条
駅

西
口
整
備
係

● 

現
地
説
明
会　

１
月
11
日
㈮
午

後
１
時
か
ら
「
中
条
駅
の
建
築

現
場
」
で
行
い
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
１
月
９
日
㈬

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

申
込
・
問
合
せ　

地
域
整
備
課

中
条
駅
西
口
整
備
係

　
（
内
線
１
２
１
１
）

　

胎
内
市
に
１
年
以
上
居
住
し
、

引
き
続
き
居
住
す
る
世
帯
の
子

で
、高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校（
後

期
課
程
）、
高
等
専
門
学
校
・
専
門

学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
に

在
学
ま
た
は
入
学
が
決
定
し
て
い

る
方
で
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
学
生
に
対
し
、
無
利

子
で
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
貸
与
額

■ 

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
生

（
後
期
課
程
）…
月
額
１
万
円
以
内

■ 

高
等
専
門
学
校
・
専
門
学
校
・

短
大
生
…
月
額
４
万
円
以
内

■ 

大
学
・
大
学
院
生
…
月
額
５
万

円
以
内

● 

選
考
基
準　

学
業
に
優
れ
、
心

身
と
も
に
健
康
で
あ
り
、
か
つ
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
。
た
だ
し
、
他
の
奨
学
金
を

受
け
て
い
る
方
や
受
け
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

●
募
集
人
数　

６
人
程
度

● 

書
類
配
布　

申
し
込
み
に
必
要

と
な
る
書
類
は
２
月
１
日
㈮
か
ら

学
校
教
育
課
（
黒
川
庁
舎
２
階
）

お
よ
び
市
役
所
本
庁
舎
１
階
総

合
窓
口
案
内
で
配
布
し
ま
す
。

● 

申
込
期
間　

　

３
月
４
日
㈪
〜 

29
日
㈮

● 

そ
の
他　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
せ　

学
校
教
育
課
庶
務
係

（
内
線
２
３
１
８
）

　

楽
し
む
こ
と
を
前
提
と
し
た

「
わ
い
わ
い
コ
ー
ス
」、
競
技
性
を

重
視
し
た
「
白
熱
コ
ー
ス
」
の
２

コ
ー
ス
で
実
施
し
ま
す
。
職
場
・

集
落
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
く

冬
の
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

● 

と
き　

２
月
13
日
㈬
〜
３
月
１

日
㈮
（
全
６
回
予
定
）

　

午
後
７
時
〜
９
時
30
分
（
予
定
）

● 

と
こ
ろ　

ぷ
れ
す
ぽ
胎
内

● 

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（
全
日
程
参
加
可
能
な

チ
ー
ム
）

● 

チ
ー
ム
編
成　

男
女
混
合
４
人

制
（
中
学
生
以
上
の
男
性
の
出

場
は
２
名
ま
で
）

● 

そ
の
他　

申
込
方
法
、
申
込
締

切
、
保
険
料
等
の
詳
し
い
情
報

は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽ 

チ
ラ
シ
設
置
場
所
：
ぷ
れ
す
ぽ

胎
内
、
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
黒
川
庁
舎
１
階
）

● 

申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
47
・
３
４
０
８

　

N
47
・
２
７
５
１

● 

と
き　

２
月
３
日
㈰

　

 

開
会
式
：
午
前
９
時

　
（
競
技
開
始
：
午
前
９
時
30
分
）

●
と
こ
ろ　

ぷ
れ
す
ぽ
胎
内 

ほ
か

● 
参
加
資
格　

高
校
生
以
上
一
般

胎
内
市
中
条
駅
前
広
場
の

指
定
管
理
者
募
集

募　
　

集

奨
学
生
募
集

ス
ポ
ー
ツ

男
女
混
合
〝
ハ
イ
タ
ッ
チ
〞

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

第
46
回
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
カ
ッ

プ
男
女
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集



講　

座
・
教　

室

相　
　
　

談

催　
　
　

し

街の連絡帳

p.15　市報たいない 2019.1.1

お 

知 

ら 

せ

ス 

ポ 

ー 

ツ

募　
　
　

集

< 有料広告 >

の
男
女
と
し
、
１
団
体
か
ら
男

女
各
１
チ
ー
ム
ま
で
と
し
ま
す
。

● 

参
加
料
（
１
チ
ー
ム
）　

　

一
般
：
５
０
０
０
円

　

高
校
生
：
４
０
０
０
円

● 

申
込
方
法　

ぷ
れ
す
ぽ
胎
内
に

設
置
さ
れ
た
大
会
参
加
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

込
期
限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
参
加
料
は
大
会
当
日
、

受
付
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

１
月
21
日
㈪

● 

申
込
・
問
合
せ　

胎
内
市
ス
ポ

ー
ツ
協
会
事
務
局

　

☎
20
・
７
４
５
１

　

Qtainai6
1
3
5
@
gm
ail.com

　

11
月
25
日
に
第
14
回
胎
内
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
ぷ
れ
す
ぽ

胎
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

《
小
学
３
年
生
以
下
シ
ン
グ
ル
ス
》

　

１
位　

川
崎
沙さ

な菜

　

２
位　

川
崎
大ひ

ろ
と翔

　

３
位　

菊
池
美み

ら來
（
中
条
ジ
ュ
ニ
ア
）

　

３
位　

飯
沼
美み

ゆ優
（
中
条
ジ
ュ
ニ
ア
）

《
小
学
４
年
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》

　

１
位　

水
澤
茉ま

い生
（
き
の
と
ス
ポ
少
）

　

２
位　

水
澤
芽め

い生
（
き
の
と
ス
ポ
少
）

　

３
位　

小
林
心こ

こ
ね音

（
中
条
ジ
ュ
ニ
ア
）

　

３
位　

小
野
ひ
か
る
（
中
条
ジ
ュ
ニ
ア
）

《
小
学
５
年
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》

　

１
位　

前
田　

凛り
ん（

き
の
と
ス
ポ
少
）

　

２
位　

馬
場
暖ほ

の
か果

（
き
の
と
ス
ポ
少
）

　

３
位　

丹
野
叶か

な
さ彩

（
中
条
ジ
ュ
ニ
ア
）

　

３
位　

五
十
嵐
杏あ

ん
な那

（
中
条
ジ
ュ
ニ
ア
）

《
小
学
６
年
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
》

　

１
位　

齋
藤
愛え

り

な

梨
奈
（
き
の
と
ス
ポ
少
）

　

２
位　

片
野
そ
ら
（
中
条
ジ
ュ
ニ
ア
）

　

３
位　

中
澤　

葵
あ
お
い（

中
条
ジ
ュ
ニ
ア
）

《
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
》

　

１
位　

飯
沼
新あ

ら
た太

（
き
の
と
ス
ポ
少
）

　

２
位　

齋
藤
亮り

ょ
う
が冴

（
き
の
と
ス
ポ
少
）

　

３
位　

水
澤　

颯
は
や
て（

つ
い
じ
ス
ポ
少
）

　

３
位　

木
村
悠ゆ

い
と翔

（
つ
い
じ
ス
ポ
少
）

《
中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
》

　

１
位　

伊
藤
稜り

ょ
う
ま真

（
中
条
中
）

　

２
位　

水
澤
柊し

ゅ
う佑

（
乙
中
）

　

３
位　

会
田
麻ま

よ陽
（
つ
い
じ
ス
ポ
少
）

　

３
位　

小
泉
蒼そ

ら空
（
中
条
中
）

《
一
般
ダ
ブ
ル
ス　

Ａ
ク
ラ
ス
》

　

１
位　

駒
谷
直
也
・
眞
貝
佳か

お

り

央
梨

　
（
中
条
ク
ラ
ブ
・
新
潟
食
農
大
）

　

２
位　

佐
藤
勇
次
郎
・
菅
原
陽
太

　
（
高
畑
・
乙
中
）

　

３
位　

吉
田
唯
人
・
伊
藤　

萌

　
（
中
条
ク
ラ
ブ
・
敬
和
学
園
大
）

《
一
般
ダ
ブ
ル
ス　

Ｂ
ク
ラ
ス
》

　

１
位　

馬
場
楓ふ

う
か果

・
信
田
紗さ

き希

　
（
中
条
中
）

　

２
位　

本
田
詠え

り

な

里
奈
・
本
間
愛あ

い
か佳

　
（
中
条
ク
ラ
ブ
）

　

３
位　

西
川
裕
二
・
八
幡　

桂
か
つ
ら

　
（
中
条
ク
ラ
ブ
）

　

３
位　

青
木
陽
一
・
青
木
敦
子

　
（
は
こ
み
か
ん
）

《
一
般
ダ
ブ
ル
ス　

Ｃ
ク
ラ
ス
》

　

１
位　

坂
井
結ゆ

り

な

里
奈
・
水
澤
佑ゆ

づ
き月

　
（
乙
中
）

　

２
位　

佐
藤
珠み

う羽
・
本
田
真ま

な菜

　
（
乙
中
）

　

３
位　

佐
藤
喜
代
江
・
佐
藤
政ま

さ
し司

　
（
中
条
ク
ラ
ブ
）

　

昨
年
よ
り
募
集
し
て
お
り
ま
し

た
樽
ケ
橋
遊
園
休
憩
所
の
愛
称
が

『
た
る
る
』
に
決
定
し
ま
し
た
！

　
『
た
る
る
』
の
「
た
る
」
は
、
樽

ケ
橋
遊
園
の
「
樽
」
に
由
来
し
、
親

し
み
と
愛
着
の
持
て
る
響
き
が
動
物

園
の
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
か
ら

選
考
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
建
設
中
の

「
た
る
る
」
は
平
成
31
年
４
月
か
ら

運
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
合
せ　

商
工
観
光
課
観
光
振

　

興
係
（
内
線
１
２
５
２
）

　

空
き
家
や
旅
行
な
ど
で
長
期
の

不
在
と
な
る
場
合
、
蛇
口
の
立
ち

上
が
り
や
給
湯
器
等
の
凍
結
に
よ

る
漏
水
が
発
生
し
て
も
気
付
か
ず

に
、
上
下
水
道
料
金
が
高
額
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

長
期
間
使
用
し
な
い
場
合
は
、

上
下
水
道
課
へ
「
閉
栓
」
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
漏
水
し
た
際
の

修
理
費
用
は
お
客
様
の
負
担
で
す
。

● 
問
合
せ　

上
下
水
道
課
庶
務
管

理
係
☎
43
・
２
３
９
４

第
14
回
胎
内
市
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
結
果

お
知
ら
せ

i

i

樽
ケ
橋
遊
園
休
憩
所
の

愛
称
決
定

水
道
の
漏
れ
に
注
意

樽ケ橋遊園休憩所『たるる』
（建設中）

催　
　
　

し
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献
血
は
、
長
期
保
存
が
で
き
な

い
た
め
、
年
間
を
通
し
て
継
続
的

か
つ
安
定
的
な
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
献
血
は
、
も
っ
と
も
「
身
近

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、
こ
の
機
会

に
献
血
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※ 

献
血
は
、
16
歳
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
け
ま
す
。

●
と
き　

１
月
30
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
と
こ
ろ

　

水
澤
化
学
工
業
㈱
中
条
工
場

※ 

４
０
０
ml
限
定
の
献
血
で
す
。

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

▽  

実
施
期
間　

１
月
１
日
㈫
㈷
〜

２
月
28
日
㈭

● 

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課（
ほ
っ

と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
・
中
条
内
）

　

☎
44
・
８
６
８
０

　

胎
内
市
で
は
、
火
災
時
や
緊
急

時
に
消
防
車
両
な
ど
が
出
動
す
る

場
合
、
胎
内
消
防
署
か
ら
防
災
行

政
無
線
に
よ
り
全
自
治
会
・
集
落

に
向
け
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

▼ 

建
物
・
林
野
火
災
・
大
規
模
災

害
時
の
出
動

　

時
間
帯
に
か
か
わ
ら
ず
放
送

▼
下
草
・
車
両
火
災
時
の
出
動

　

午
前
７
時
〜
午
後
10
時

※ 

深
夜
、
早
朝
時
の
放
送
に
つ
い

て
は
、
安
全
面
を
考
慮
し
た
緊

急
放
送
で
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ　

総
務
課
防
災
対
策
係

　
（
内
線
１
３
１
１
）

　

12
月
１
日
、
中
条
葉
た
ば
こ
青

年
部
の
皆
さ
ま
が
鳥
坂
大
橋
か
ら
黒

川
橋
ま
で
の
胎
内
川
沿
い
の
市
道
で

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
じ
場
所
で
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
で
し
た
が
、
前
回
同
様
に

ポ
リ
袋
に
入
っ
た
ポ
イ
捨
て
ご
み

が
多
く
、
中
に
は
エ
ア
コ
ン
の
室

外
機
・
室
内
機
・
プ
リ
ン
タ
ー
な

ど
の
家
電
製
品
の
不
法
投
棄
も
あ

り
多
く
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し

た
。
こ
の
取
組
は
地
域
の
環
境
美

化
を
図
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
で
毎
年
行
っ
て
い
る

活
動
で
す
。

火
災
時
な
ど
の
防
災
行
政

無
線
放
送
時
間
に
つ
い
て

これからの介護予防⑩
～人生100年時代で輝くために～

◎問合せ　福祉介護課地域包括支援センター係
　☎44・8691
　健伸館（旧竹島小学校裏）☎28・7983

　寒さと乾燥が激しくなる冬、厚着をして暖かい室
内にこもりがちになっていませんか？ 運動不足に
加え、年末年始は胃腸に負担をかけてしまうことも
多く、血圧の変動、糖尿病の悪化、足がつるなど体
に不調をきたしやすくなる時期でもあります。免疫
力を高め、病気に負けない体をつくるための基本は、
規則正しい食生活、質の良い睡眠、適度な運動です
が、加えて、意識的に『見る』『聴く』『嗅ぐ』『味
わう』『触れる』の五感を刺激することも免疫力アッ
プにつながります。
　健伸館で、足湯とオリジナル体操で体を温め、五
感を刺激して寒い冬を快適に過ごせる元気な体をつ
くりませんか。

・・・お知らせ・・・
すこやか元気アップ体操集中講座

とき：①1月21日、②1月28日、③2月4日
　　　【月】 午前10時～11時30分(3回コース)
募集人数：15人程度　
参加費：無料
内容： 足湯＆すこやか元気アップ体操、
　　　オリジナル介護予防体操の実践
　　・ 足の手入れ～姿勢改善～スマイル体操

～ロコトレをお伝えします。
申込締切：1月 16日【水】
申込・問合せ：地域包括支援センター係
　　　　　　　☎44・8691

ともに楽しみ、みんなで元気に !!  健康が伸びる館 【健伸館】活動予定
　　冬でも安心。館内の〝足湯〟ご利用ください。
　★1月7日【月】午前10時～１１時30分
　　　『本格トントン相撲けんのび正月場所』当日参加大歓迎！！
○【月～金】午前10時～午後3時『あったか足の湯』
　　　　　　　　　　　　　　　～手作り気泡足湯でフットケア～
○毎週【火】午前10時～ 11時 30分　『通いの場 !! けんのびかん』
○毎週【火】【木】午後1時～ 3時　『音楽と健康 !! カラオケ喫茶』
○毎週【木】午前10時～ 11時 30分『体を動かす・参加・活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～学び合い～竹島塾』

健健
けんのびかんけんのびかん

伸館伸館

●開館時間　
 午前9時～午後4時
●休館日
 【土】【日】【祝】
 1月２日【水】、３日【木】

健伸館は、市民が介護予防や生活支援の活動を行う拠点として、さまざまなプログラムを行っています。

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

中
条
葉
た
ば
こ
青
年
部

ク
リ
ー
ン
作
戦

お
知
ら
せ　

１
月
の
『
お
も
ち
ゃ
病
院
た
い
な
い
』
は
都
合
に
よ
り
、
１
月
12
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
ほ
っ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
・
中
条
で
開
院
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

問
合
せ　

胎
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
44
・
８
６
８
２
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「
胎
内
さ
ん
や
草
の
会
」
様
か

ら
胎
内
市
美
術
館
に
サ
ツ
キ
13
本

が
寄
贈
さ
れ
、
秋
晴
れ
の
中
、
会

の
皆
さ
ま
が
美
術
館
東
側
斜
面
に

き
れ
い
に
植
栽
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

長
谷
川
朝
子
様
（
新
潟
美
術
学

園
長
）
か
ら
油
彩
画
、
コ
ラ
ー
ジ

ュ
作
品
20
点
を
市
に
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
胎
内
市
美
術
館
で
保

管
し
、
今
後
美
術
館
で
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
㈲
中
条
農
産
代
表
取
締
役
佐
藤

隆
史
様
か
ら
12
月
２
日
に
開
催
し

た
中
条
農
産
大
感
謝
祭
の
売
上
金

の
一
部
と
し
て
３
万
円
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
金
は

農
業
振
興
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

胎
内
市
美
術
館
に

サ
ツ
キ
13
本
を
寄
贈

クリーン作戦を実施多くのごみを回収植栽の様子

寄付金は佐藤様（左）から市長へ
手渡されました。

「結婚や婚活について、誰もが気軽に相談できるカ
フェ」をコンセプトに、毎月第1日曜日に開催し
ます。「仕事が忙しくて婚活できない」「結婚した
いけどどうしたらいいのか」など、専門カウンセ
ラーがお一人お一人に寄り添ってお話を伺います。
結婚を考えている方、そのご家族の方もこの機会
にご利用ください。

婚活個別相談  恋かふぇ in 新発田

日　時　2月 3日㈰　午前 10時～午後 5時
会　場　イクネスしばた（新発田市諏訪町1-2-12）
定　員　10人（1人当たり 40分程度）
相談料　無料

今年度最終回！

婚活支援
　新発田市・胎内市・聖籠町定住自立圏婚活支援事業
　の申込先は㈱トアイリンクス（事業受託業者）
　☎ 025･290･7606
　電話か同社ホームページから事前にお申し込みください。

　胎内市では、「たいない交流・出会いサポートメール」
の配信を行っています。登録・利用は無料。サイトにつな
いでメールを送るだけで、どなたでもご利用いただけます。
登録方法
① パソコンは「たいないサポートメール」と検索、スマホ・
携帯電話は二次元バーコードを読み取り、サイトへ接続
② 規約を確認し、登録用アドレス「tainaikp@city.tainai.
lg.jp」あてに「登録依頼」とメール送信
③担当者から登録完了のメールが届きます。
※ 開庁日に作業しますので、登録完了まで
　時間を要する場合があります。

お 

知 

ら 

せ

胎
内
市
美
術
館
に

絵
画
20
点
を
寄
贈

副学園長様（右）から教育長へ手
渡されました。

まちづくり
　協働座談会

開催
  報告

●荒井浜（12月 11日）
　市長が出席し、集落からは32人が参加しまし
た。風力発電の計画・松くい虫の対策・白砂青
松の復元・臭気対策・空き家対策・高齢者の交
通手段などについて意見を交わしました。
　住民・事業者・市
にとって、ともに利益
があるように事業や
対策を進めていけ
たら、などの意見が
あがりました。

市民の皆さんとの協働によるまちづくりを進
めるために、順次座談会を行っています。

開催を希望する町内・集落・団体がありまし
たら、総合政策課行革協働係（内線1363）
までお問い合わせください。
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胎内市国民健康保険  健康奨励記念品の贈呈について

　胎内市国民健康保険では新たな取組として、市民の健康寿命の延伸と医療費の削減を
図ることを目的に、日ごろの健康づくり活動の励みとしていただけるよう、健康診査を
受診し、かつ、１年間医療機関を受診しなかった方を対象に健康奨励記念品を贈呈する
こととしました。
　今年度は88人の方が該当になりました。その中から小野よし子さんに、日ごろの健
康づくりなどについてインタビューを行いました。

Ｑ：記念品を受け取った感想は？
Ａ : １年間お医者さんにかからなかったことにあらためて
気づきました。これからの健康づくり活動の励みにな
りますね。

Ｑ：日ごろ取り組んでいる健康づくりは？
Ａ : 外に出ていろんな人とお話しするのが好きなので、毎
日ご近所の方と一緒にウォーキングをしたり、市の介
護予防体操教室やボランティア活動に参加していま
す。あとは野菜を中心とした、塩分の少ない食生活を
心がけています。

Ｑ：定期的に受けている健（検）診は？
Ａ :特定健康診査とがん検診です。

Ｑ：今後の健康づくりの目標は？
Ａ : 食生活にもっとこだわること、今よりもっと外に出歩
いて人に接すること、ストレスはためずに発散するこ
とが今後の目標です。

この事業は来年度以降も継続して行う予定です。

　～年に一度は特定健康診査または人間ドックを受診し、生活習慣病予防や
　　　　　　　病気の早期発見、早期治療による健康の維持増進に取り組みましょう～

●問合せ　市民生活課ほけん年金係（内線1147）

記念品を受け取った
小野よし子さん

記念品は市内のお菓子
組合に特別に用意して
いただいた米粉のお菓
子の詰め合わせでした。

記念品の贈呈は、次の条件を全て満たす 30 歳以上の方が対象です。（今年度の場合）

１　 平成 29年４月１日から平成 30年３月31日まで胎内市国民健康保険の被保険者であっ
た方

２　 平成 29年４月１日から平成30年３月31日までに特定健康診査、人間ドック、脳ドック
またはがん検診（胃がん、大腸がんまたは肺がん）のいずれかを受診した方

３　平成 29 年４月１日から平成 30 年３月 31 日まで一度も医療機関を受診しなかった方
４　平成 30 年５月 31 日時点で本人および世帯員に国民健康保険税の滞納がなかった方
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第 71回

　

仰
ぎ
見
る　

鳥
坂
山
に

　

た
く
ま
し
い　

夢
が
は
ば
た
く

　

校
歌
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
黒
川
中
学

校
は
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、
温
か
い

地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

生
徒
た
ち
は
の
び
の
び
と
様さ
ま
ざ
ま々

な
活
動

に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

黒
川
中
学
校
は
、
今
年
度
、
創
立
40

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
行
事
に

「
創
立
40
周
年
記
念
」
の
冠
を
掲
げ
、
歴

史
に
残
る
一
年
に
す
る
べ
く
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
の
「
体
育
祭
」「
音

楽
発
表
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

体
育
祭
を
実
施
し
た
の
は
９
月
12
日
。

二
度
の
順
延
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
誓
祭

魂
舞
（
せ
っ
さ
た
く
ま
）」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、
若
い
力
を
精
一
杯
爆
発
さ
せ
る

一
日
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
一
人
が
全
力

で
競
技
を
行
い
、
仲
間
の
た
め
に
精
一
杯

の
声
を
張
り
上
げ
、
係
の
生
徒
も
自
分
の

役
割
を
精
一
杯
果
た
し
、
一
人
一
人
の
た

く
ま
し
い
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
閉
会
式
後
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、

全
校
生
徒
、
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
方

で
「
40
」
の
人
文
字
を
作
り
、
風
船
の
舞

う
中
、記
念
の
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
会
の
企
画
に
よ
る
心
に
し
み
る
ワ
ン

シ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

音
楽
発
表
会
は
10
月
20
日
午
後
。
会

の
冒
頭
、
実
行
委
員
長
か
ら
「
40
年
の

思
い
を
込
め
て
最
高
の
音
楽
発
表
会
に

し
よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
で
幕
を
上
げ
ま
し

た
。
各
学
級
の
代
表
に
よ
る
学
級
紹
介

の
後
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
す
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
「
や
ら
に
ゃ
ん
」
が
特
別
出
演
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
合
唱
、
３
年
生
の
引
退

演
奏
と
な
っ
た
吹
奏
楽
部
が
華
や
か
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
会
の
最
後
は

創
立
40
周
年
記
念
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
」

を
会
場
全
員
で
合
唱
し
、
一
人
一
人
が
故

郷
・
黒
川
へ
の
思
い
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　

黒
川
中
学
校
校
歌
の
三
番
は
次
の
よ

う
に
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

風
薫
る　

太
田
野
原
に

　

う
け
つ
い
だ　

歴
史
を
拓ひ

ら
き

　

不
死
鳥
の　

力
た
た
え
て

　

ふ
る
さ
と
の　

幸
を
築
こ
う

　

光
る
理
想
の　

花
園
に

　

今
年
、
黒
川
中
学
校
の
生
徒
・
職
員
は

40
年
の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、

理
想
に
向
か
っ
て
、
ま
た
新
た
な
歴
史
を

築
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
歴
史
を
築
く
黒
川
中
学
校

〜
創
立
40
周
年
を
迎
え
て
〜

黒
川
中
学
校　

教
頭　

山
崎　

寿ひ
さ
の
り徳　

40の人文字
～体育祭フィナーレ～

子どもの虐待“もしや？”と思ったら…ためらわずにご連絡を
相談窓口：健康づくり課子育て応援係☎ 43・0304（相談直通）
胎内市西本町 11番 11号　ほっとＨＯＴ・中条
㈪～㈮午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分〔㈯・㈰・㈷を除く〕
※来所、電話でのご相談に応じます。必要に応じて、家庭訪問も
　可能です。
　または　児童相談所全国共通ダイヤル
　☎ 189　※ 24時間つながります。

●受け付けた相談・情報について

　は、市と児童相談所が連携して

　子どもの安全を確認し、支援を

　行います。

●通告（相談）した方の秘密は、

　固く守られます。

オレンジリボンには、
子ども虐待を防止す
るというメッセージ
が込められています。

　　子どもを子どもを虐待虐待から守りましょうから守りましょう
　　　「未来へと　命を繋

つな

ぐ　１８９」

　児童虐待は、家庭内で起こることが多いため、発見が難しいものです。虐待を防ぐには、学校やこども園、
保育園をはじめ、子どもたちを日ごろから見ている地域の大人たちの『気付き』が大切です。
　「よその家庭のことだし…」「しつけだろう…」「通報しても虐待でなかったらどうしよう…」などと思う
かもしれません。しかし、「毎日、泣き声が激しい」「けがが増えてきている」「服や体がいつも汚れている」
など、見たり聞いたりしていて「おかしいな？」と気付いたら、通告してください。
　子どもは自分で助けを求めることができません。地域に暮らすわたしたちみんなで、子どもたちを見守
ることが大切です。

子ども虐待防止のオレンジリボン
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〈
東
京
で
35
万
人
が
み
た
！
〉

　

昨
年
７
月
３
日
か
ら
９
月
２
日

ま
で
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
展
覧
会
「
縄
文
‐
１
万
年
の
美

の
鼓
動
」
に
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
５
点
の
土ど
ぐ
う偶
や
火か
え
ん
が
た

焔
型
土
器
を

は
じ
め
、
日
本
各
地
の
貴
重
な
縄

文
時
代
の
出
土
品
２
０
０
点
が
集

結
し
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
文

化
庁
の
協
力
の
も
と
東
京
国
立
博

物
館
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
が
共
催
し
、
来

場
者
が
２
か
月
間
で
35
万
人
を
超

え
る
大
盛
況
と
な
り
、
国
内
で
の

縄
文
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
を
印
象

づ
け
ま
し
た
。
新
潟
県
内
か
ら
は

胎
内
市
熱あ
っ
た
ざ
か
わ
け
や
ち
え
ー
い
せ
き

田
坂
分
谷
地
Ａ
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
赤
と
黒
の
縄
文
漆
器

２
点
の
ほ
か
、
村
上
市
、
十
日
町
市
、

糸
魚
川
市
か
ら
土
偶
や
土
器
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

〈
胎
内
市
か
ら
パ
リ
へ
！
〉

　

東
京
国
立
博
物
館
で
展
示
さ
れ

た
２
０
０
点
の
資
料
の
中
か
ら
60

点
が
厳
選
さ
れ
、
パ
リ
で
開
催
さ

れ
た
日
本
文
化
の
祭
典
「
ジ
ャ
ポ

ニ
ズ
ム
２
０
１
８
」
の
企
画
展
「
縄

文
‐
日
本
に
お
け
る
美
の
誕
生
」
に

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
リ
展

は
国
際
交
流
基
金
と
東
京
国
立

博
物
館
、
文
化
庁
が
10
月
17
日

か
ら
12
月
８
日
ま
で
パ
リ
日
本
文

化
会
館
で
開
催
し
、
新
潟
県
内
か

ら
は
十
日
町
市
野の
く
び首
遺
跡
出
土
の

火
焔
型
土
器
、
胎
内
市
熱
田
坂
分

谷
地
Ａ
遺
跡
出
土
の
赤
と
黒
の
漆

器
、
村
上
市
上う
え
や
ま山
遺
跡
出
土
の

赤せ
き
さ
い
ま
き
が
い
が
た
ど
せ
い
ひ
ん

彩
巻
貝
形
土
製
品
が
選
ば
れ
て

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

〈
な
ぜ
胎
内
の
縄
文
漆
器
が
〉

　

漆
器
は
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
英
訳
さ
れ

る
よ
う
に
日
本
芸
術
の
ル
ー
ツ
と
い

え
、
縄
文
時
代
に
は
漆
う
る
し

文
化
が
花

開
き
、
色
鮮
や
か
な
漆
器
の
優
品

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
木
製
品
が
完

全
な
形
で
発
見
さ
れ
る
の
は
極
め

て
稀ま
れ

で
す
が
、
胎
内
市
出
土
の
漆

器
は
完
形
で
、
し
か
も
こ
れ
ほ
ど
美

し
く
精
巧
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
は
全

国
に
類
が
な
い
こ
と
か
ら
縄
文
の
至

宝
と
し
て
今
回
の
展
覧
会
出
品
と

な
り
ま
し
た
。

〈
パ
リ
展
覧
会
の
様
子
〉

　

パ
リ
日
本
文
化
会
館
は
セ
ー
ヌ

川
沿
い
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
す
ぐ
目

の
前
、
紅
葉
の
美
し
い
町
並
み
の
中

に
あ
り
ま
す
。

　

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
館
前

か
ら
地
元
パ
リ
の
方
々
が
既
に
入
口

に
並
ん
で
い
て
、
日
本
文
化
へ
の
関

心
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

パ
リ
日
本
文
化
会
館
職
員
の

方
に
案
内
さ
れ
て
展
示
室
に
入
る

と
、
落
ち
着
い
た
上
品
な
照
明
の

中
、
火
焔
型
土
器
や
土
偶
を
は
じ

め
、
日
本
各
地
の
貴
重
な
出
土
品

が
堂
々
と
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

出
土
品
一
点
一
点
が
ゆ
っ
た
り
と
展

示
さ
れ
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
や
オ
ル

セ
ー
美
術
館
同
様
の
セ
ン
ス
の
良
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
展
示
室

の
一
番
奥
中
央
に
、
胎
内
市
の
赤
と

黒
の
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
の
水
差
し

形
の
縄
文
漆
器
が
２
点
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
日
本
ら
し
い
優

美
な
造
形
に
魅
了
さ
れ
た
よ
う
に
、

じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
国
内
、
世
界
の
人
々
が
日

本
原
始
の
美
に
魅
了
さ
れ
、
日
本

文
化
の
新
た
な
発
見
と
驚
き
を
感

じ
た
縄
文
展
で
し
た
が
、
郷
土
胎

内
市
の
歴
史
に
誇
り
と
自
信
を
与

え
て
く
れ
た
展
覧
会
で
も
あ
り
ま

し
た
。

文
・
写
真　

胎
内
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　

  

生
涯
学
習
課

胎内市の
歴
史
探
訪

東
京
・
パ
リ
を
魅
了

胎
内
の
縄
文
漆し

っ
き器

《154》

　

赤
や
緑
に
輝
く
タ
マ
ム
シ
（
ヤ

マ
ト
タ
マ
ム
シ
）
は
、
美
し
い
昆

虫
の
代
表
格
で
す
。
飛
鳥
時
代
に

作
ら
れ
た
「
玉た
ま
む
し
の
ず
し

虫
厨
子
」
に
、
そ

の
翅は
ね

が
飾
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、

歴
史
の
授
業
で
習
っ
た
と
い
う
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

今
回
紹
介
す
る
ウ
バ
タ
マ
ム
シ

は
、
大
き
さ
は
タ
マ
ム
シ
と
同
じ

く
ら
い
で
す
が
、
色
は
ず
っ
と
地

味
で
す
。
体
長
は
2.5
〜
4
㌢
、
全

身
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
で
、
銅
色
の

光
沢
が
あ
り
ま
す
。
背
中
に
何
本

も
入
っ
た
す
じ
は
、
木
目
を
思
わ

せ
る
凹お
う
と
つ凸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幼
虫
は
マ
ツ
類
の
切
株
や
枯
れ

木
の
中
で
、
内
部
を
食
べ
て
成
長

し
ま
す
。
そ
の
た
め
松
林
に
多
く
、

市
内
で
も
平
地
か
ら
山
地
ま
で
広

く
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

成
虫
は
主
に
春
か
ら
夏
に
現

れ
て
、
晴
れ
た
暖
か
い
日
に
活
動

し
ま
す
。
飛
ん
で
い
る
と
体
の
光

沢
が
反
射
し
て
よ
く
目
立
ち
ま
す

が
、
木
の
幹
に
止
ま
る
と
地
味
な

色
は
保
護
色
に
な
り
ま
す
。
ま

た
成
虫
は
マ
ツ
の
葉
を
食
べ
る
の

で
、
マ
ツ
の
梢
こ
ず
え
に
も
よ
く
止
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

幼
虫
は
、
成
虫
に
な
る
ま
で
3

年
ほ
ど
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
然
、
幼
虫
で
冬
を
越
す
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
関
東
な
ど
雪

の
少
な
い
地
方
で
は
、
真
冬
で
も

木
の
幹
な
ど
で
成
虫
が
見
つ
か
る

こ
と
が
あ
り
、
成
虫
で
も
冬
を
越

す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
雪

深
い
新
潟
県
で
は
ど
う
な
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
か
し
た

ら
雪
の
下
に
は
春
を
待
つ
成
虫

が
眠
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

 　文
・
写
真　

胎
内
昆
虫
の
家

　
　
　
　
　

☎
48
・
３
３
０
０

《152》
ウバタマムシ
《コウチュウ目
タマムシ科》

ウバタマムシ

縄文展が開催されたパリ日本文化会館
平成 30年 11月撮影　手前はセーヌ川
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★応　募…お 1人につき 1通

とし、胎内市内在住の方に限ら

せていただきます。問題の正解

者のうち、市政や市報に対する

ご意見や今月号の感想などを

お書きいただいた方の中から、

抽選で図書カード 500 円分を

8 名様に差し上げます。

★締　切…1 月 15 日㈫

　　　≪当日消印有効≫

★応募方法…はがき

★問　題…3 択問題です。
　胎内市出土の「縄文漆

しっき

器」が
海外の展覧会で世界の人々を魅
了し、1月 12 日㈯から胎内市
美術館で特別展示されます。　
　さて、この展覧会が開かれ
た都市はどこでしょう。
　
ア：ロンドン
イ：ベルリン
ウ：パリ

★前月号の答え…
ア：のれんす号

★前月号の応募者数と正解者数…
　応募者数：25 人
　正解者数：25 人

＊ 当選者の発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。

市政や市報に対する
ご意見やご要望
今月号の感想など

必 

須

※応募を通じて取得した個人情報は、
賞品の発送とお書きいただいたご意
見や感想などの活用にのみ使用しま
す。ご意見や感想は、個人情報を除
き市報や市ホームページに掲載する
ことがあります。

市報アンケートおぼえがき　1月
１ ㈫ ㈷
２ ㈬
３ ㈭
４ ㈮ 市役所仕事始め・胎内市米粉の日
５ ㈯ 小・中学生書き初め練習会
６ ㈰ 胎内市消防団出初め式
７ ㈪
８ ㈫
９ ㈬【夜間窓口】
10 ㈭ 4か月児健診・胎内市あいさつの日

11 ㈮ 育児教室
12 ㈯ 胎内市美術館企画展（～3月17日）
13 ㈰
14 ㈪ ㈷ 

15 ㈫
16 ㈬ 弁護士による無料法律相談・7か月児健診・【夜間窓口】
17 ㈭ 1歳児親子歯科健診・にこ楽料理
18 ㈮ ほっとHOT 料理
19 ㈯ 少年・少女スキー教室（初心者コース）
20 ㈰
21 ㈪
22 ㈫ 3歳児健診・黒川地区公民館休館（～24日）
23 ㈬【夜間窓口】
24 ㈭
25 ㈮
26 ㈯ 少年・少女スキー教室（初心者コース）
27 ㈰ 女のそば打ち道場

28 ㈪ 行政相談
29 ㈫ 1歳 6か月児健診
30 ㈬【夜間窓口】
31 ㈭

 

《
11
月
21
日
〜
12
月
20
日
》   

11
月

21
日
㈬

　

県
立
坂
町
病
院
活
性
化
協
議
会

要
望
活
動 

22
日
㈭

　

胎
内
市
金
婚
式 

23
日
㈮
㈷

　

第
２
回
Ｊ
Ａ
胎
内
市
「
地
産
地

消
」
大
収
穫
祭

　

東
北
電
力
ま
ち
づ
く
り
元
気
塾

27
日
㈫

　

議
会
運
営
委
員
会

　

全
員
協
議
会

28
日
㈬

　

第
６
回
胎
内
市
障
が
い
者
ア
ー
ト
展

29
日
㈭

　

地
方
創
生
に
関
す
る
包
括
連
携

協
定
締
結
式

30
日
㈮

　

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会

　

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

　

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事

務
組
合
議
会

　

乙
地
区
区
長
・
市
議
と
の
懇
談
会

12
月

１
日
㈯

　

寅
田
集
落
懇
談
会

２
日
㈰

　

船
戸
集
落
懇
談
会

４
日
㈫

　

議
会
定
例
会
（
初
日
） 

５
日
㈬

　

開
志
国
際
高
校
全
国
大
会
出
場

表
敬
訪
問

　

胎
内
市
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り

協
議
会
懇
談
会

７
日
㈮

　

築
地
地
区
区
長
会
懇
談
会 

８
日
㈯

　

胎
内
市
認
知
症
講
演
会

10
日
㈪

　

胎
内
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
反

省
会

11
日
㈫

　

胎
内
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

懇
談
会

　

荒
井
浜
集
落
座
談
会

12
日
㈬

　

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
「
家
で
も
学
校
で

も
な
い
第
三
の
居
場
所
事
業
」

助
成
決
定
書
授
与
式

13
日
㈭

　

胎
内
市
区
長
合
同
懇
談
会 

15
日
㈯

　

社
会
福
祉
法
人
七
穂
会
虹
の
家

懇
談
会

18
日
㈫

　

議
会
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　

議
会
運
営
委
員
会 

19
日
㈬

　

議
会
定
例
会
（
一
般
質
問
）

20
日
㈭

　

胎
内
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

　

中
条
町
商
工
会
行
政
懇
談
会

《アンケート紹介》
◆ よく行く乙宝寺で植樹がされて
いてとても感動しました。市報
を見たら、他の場所でも植樹が
たくさん行われていたので、順
調に育ってほしいと思います。
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３歳児健診でムシ歯のなかった子を紹介します。
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３歳児健診でムシ歯のなかった子を紹介します。
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今月の表紙今月の表紙
　坂井・鍬江集落の皆さんが正月飾
りの門松を手作りしました。松、竹、
梅、南天などの材料はすべて集落
にあるものを使い、一つ一つ異な
る表情の門松ができあがりました。

【豆腐寄せ】【豆腐寄せ】
材料（8人分）

　・豆腐　…………………　150g
　・くるみ　………………     60g
　・干ししいたけ　………     2枚
　・にんじん　……………     40g
　・だし汁　……………    200cc
　・しょう油①  …………   小さじ1
　・粉寒天　…………………    4g
　・水　…………………    500cc
　・砂糖　…………………     50g
　・しょう油②  ……   大さじ2～3
　・塩　…………………… 　 少々

作り方
1． 豆腐はゆでてザルにあけ、粗くく
ずし水切りする。

2． 干ししいたけは戻してうす切り、
にんじんは長さ 2cmの細切りにし
てだし汁としょう油①で煮る。

3． 鍋に水と粉寒天を入れ、よく混ぜ
て火にかけ溶かす。

4． 3 に砂糖、しょう油②を入れ、塩
で好みの味に調味する。煮立った
ら 2分位煮る。

5． 流し箱の中へ 2、きざんだくるみ、
豆腐を敷き詰め、煮え立つ寒天液
を入れて冷蔵庫で冷やし固める。

　★動画も配信中★
　　市ホームページの
　「タイナイ動画」で
　配信しています。

　       伝えよう！伝えよう！
         たいないのごっつぉごっつぉ

№17№17

げんきっきー

★★レシピ考案レシピ考案：：食生活改善推進委員食生活改善推進委員  ★★

今
年
も
良
い
年
で

今
年
も
良
い
年
で

　

あ
り
ま
す
よ
う
に

　

あ
り
ま
す
よ
う
に 八

や わ た

幡昇
しょうせい

世 ちゃん
（笹口浜）

五
い か ら し

十嵐翔
しょうへい

平 ちゃん
（西栄町）

伊
い と う ゆ ず き

藤柚希 ちゃん
（平木田駅前）

大
おおぬま

沼莉
れ あ

愛 ちゃん
（柴橋）

齋
さいとう

藤香
か ほ

穂 ちゃん
（西本町）

河
かわうち

内大
や ま と

和 ちゃん
（大出）

小
こやなぎ

柳まゆ ちゃん
（下赤谷）

近
こん

 瑛
え い と

斗 ちゃん
（東本町）

大
お お の い ろ は

野彩葉 ちゃん
（築地）

齋
さいとう

藤優
ゆ う り

璃ちゃん
（東本町）

鈴
す ず き こ と は

木琴葉 ちゃん
（平木田駅前）

中
なかくらはるま

倉悠真 ちゃん
（高橋）

西
に し だ ほ の か

田帆花 ちゃん
（協和町）

平
ひ ら の

野愛
え ま

茉 ちゃん
（村松浜）

真
ま か べ

壁このは ちゃん
（草野）

山
やまぎし

岸 育
いく

 ちゃん
（あかね町）

新
に っ た ぎ ん じ

田銀慈 ちゃん
（若松町）

松
ま つ い や ま と

井大和 ちゃん
（長橋）

本
ほ ん ま ま ゆ

間茉結 ちゃん
（本郷町）

みんなも歯みがき
　　　  がんばろう！

｛
｛

｛


